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　世界遺産は1972年にユネスコ総会で「世界遺産
条約」により決められました．世界遺産は次の三
種類に大別されています．
①文化遺産は顕著な普遍価値をもつ建築物や遺跡
などで，我国では白川郷や石見銀山跡など12箇
所が指定されています．
②自然遺産は顕著な普遍的価値をもつ地形や生物，
景観などをもつ地域で，我国では屋久島や白神
山地など４ヶ所が指定されています．
③複合遺産は文化と自然の両方について顕著な普
遍的価値を兼ね備えたものですが，我国では現
在１箇所も指定されていません．
　私は佐賀地域こそ日本最初の複合遺産の有力な
候補地であると思っています．以下，私の知る限
りの理由について簡単に述べてみます．
⑴　佐賀地域の文化遺産と自然遺産の特徴
　佐賀地域は，①北部の天山・背振の山地帯と②
中部の佐賀平野地帯，それに③南部の有明海沿岸
地帯との３地帯に大別されますが，それぞれの地
帯は人間と自然との共同作用により形成された独
創的な自然と文化を有しながら三地帯が見事な連
携をしていて，我国最初の複合遺産として世界遺
産に登録される価値があると思われます．「山は
海の恋人」などと言われますが，佐賀地域では，
山と平野と海とそれぞれが恋人同士で，その間を
川がしっかりと結びつけていますが，それを長い
間支え続け・発展・創造させてきたのが地域住民
の絶えざる営みだったと思われます．
⑵　海や平野の恋人である背振山地について
　背振山地は古くから信仰の山でもありました．
和銅２年（709年）には九州一の大伽藍が作られ，
上宮・中宮・下宮を修行僧が往来し宗教を中心と
する文化が開けていました．そして，この山々が
佐賀平野の恋人だった事を如実に示したのが平成
６年初夏を中心とする西日本の大旱魃でした．佐
賀県の農作物の被害は103億円に達すると云われ
ましたが，特に県西部に被害が集中しました．こ
の点を解明すべく，佐賀県職員の小部・中倉両氏
は退庁後佐賀大学の私の研究室で私や学生らと共
に検討を続けられました．その結果１）の特徴的
な点を述べると，県西部地方に位置する「有田ダ
ム」と県東部背振地帯の「北山ダム」の７月・８
月の降水量は104mmと102mmで大差ありません
でしたが，流出量は17mmと144mmと大差があり，
「北山ダム」ではこの期間に降った雨より流出し
てきた水量の方が多かったのです．つまり，以
前に降った雨が除々に流出してきた，所謂 “水源
涵養機能 ”が高かった事を示したものでした．こ
の “ 水源涵養機能 ” の東西差については，溜池の
分布に関する研究から昔から存在していた事を武
市博士は示しています２）．この原因の１つが流域
の地質に因るものである事は，全国128のダム流
域の解析から北山ダム流域が日本でも最良の水源
涵養機能を示す深層風化花崗岩地帯に位置してい
る事，一方，有田ダム流域は日本でも最悪の機能
を示す流紋岩類地帯に位置している事からも説明
が可能でした１）．流域の「水源涵養機能」の東西
差のもうひとつの原因は山林の状態にありました．
「北山ダム流域」と「有田ダム流域」の人工林率
（％）・平均蓄積（㎥ /ha）・地位指数をそれぞれ
示すと，（84.1・206・16.2）と（57.1・172・11.1）
とで大差がある事が分かりました．この点につい
て小部ら１）は「地位指数で表される立地条件の
良否は平均蓄積の相違を生み出し，林業の発達基
盤の相違となる．林業の発達は人工林の拡大に
つながり人工林率が増加する原因となる．――
―．これらの現象は相互に原因となり結果となっ
て，人工林率が高い地域が平均蓄積が多く，また
地位指数も大きい地域になり，土壌の浸透能の改
善などと関連して水源涵養機能が増加したと解釈
できる．つまり，流域の水源涵養機能は一定不変
の流域特性ではなく，風土と住民とが長い年月を
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かけて作り上げたものであり，さらに今後とも作
られていく可変的な流域特性であると認識され，
そのことは流域管理の必要性を物語るものでもあ
る．」と，人が山を愛し・慈しむことが地域の大
事な水環境・生活環境を守り育ててきた歴史的経
過を強調しています．そうです，山と森は所有者
（林家）の家業だけでなく，下流の人々に水や酸素，
多くの生物，涼しい風，子供たちにウサギを追っ
たり，昆虫を捕らえたりする楽しく健康な場所を
提供するなど，我々が “大事に守り育てねばなら
ない場所 ”なのです．
⑶　佐賀平野や平野を流れる川の恋人である有明
海について
　私の生まれは背振山地の北側にある福岡県糸
島郡であります．海と云えば砂浜と砂丘であり，
無機的ではあるが美しい景観だと思っていまし
た．それが，背振山地の南側に広がる佐賀に来
て最初に有明海を見た時には “ 汚い泥だらけの
海 ”だと感じ，その感じは長い間抜けませんでし
た．然し，富山和子著「日本の米」３）の次の文章
を読んで有明海を見る目が変わってしまいまし
た．「川が吐き出した土砂を海が沖に運んではか
き砕き，波と季節風とで陸地にお返しをしてくれ
る．庄内の砂丘も内灘の砂丘も鳥取の砂丘も，そ
のようにして作られてきた．――――．けれど
も有明海の場合には違っていた．海の干満運動が
あまりに激しいため，土砂は砂ではなく極小の微
粒子にまで砕かれて泥になり，砂嵐の舞う砂丘の
代わりに “ ムツゴロウ ” たちの住む，あの豊饒な
泥の干潟を作ってくれたのである．」．私は佐賀大
学定年退官の後，殆んど毎年の如く（財）河川環
境管理財団から研究助成を頂いて「佐賀平野にお
ける流域治水」について研究を続けることが出来
ました．平成23年度の研究では，昭和元年から平
成15年までの78年間で水稲の単収が多かったのは
佐賀県でも福岡県でも有明海に面した佐賀平野・
筑後平野南部の市町村でした４）．例外は平成３年
と平成16年で特異な台風による “ 潮風害 ” の年だ
けでした．これ等の地域は “ 雨の年 ” も “ 日照り
の年 ” も単収が多く，長い時間をかけて何にも負
けない “ 地力 ” が育てられてきた事が分かりまし
た．一方，同じ背振山脈の北の玄海灘に面した佐
賀県の唐津地方，福岡県の糸島郡地方は例年単収
が少ない地域でした．同じ地質の背振山脈の南北
における水稲単収の大差の原因の一つは平野が面
した海にあると思われました．この有明海の恵み
は大別すると二つに分けられます．一つは上流か
らの豊かな土砂により形成された干拓地です．佐
賀藩では6300町歩，柳川藩でも2000町歩に及ぶと
云われています．もう一つの恵みは，有機物に富
んだ山々からの土砂が有明海で砕かれ，満潮時に
上流に運ばれて川底やクリークの底に堆積するこ
とです．この泥や豊饒な山地から流れ出た土砂を
毎年汲み上げて肥料にしていました．佐賀市兵庫
町にある “ ひょうたん島公園 ” の立看板には「ご
み（泥土）くい」について次の様に書かれています．
「二月になると一ヶ月ほどの「ごみくい」（堀さら
え）が始まります．揚げた泥土は豊かな肥料となっ
て田んぼを肥やします．ごみくいの最後の日には
「しみゃーいわい」（おわりの祝いという意味）で，
フナの昆布巻きやコイなどのご馳走で夜おそくま
で楽しんでいました」．同じ有明海沿岸の筑後平
野でも「泥上げ」は行われていました．「農薬が
出現する前の水田は魚の宝庫であった．フナ，コ
イ，ナマズなどの稚魚は田んぼの中で夏を過ごし
て大きくなる．田にはドジョウやタニシも多かっ
た．一人の老人が言った．“ 昔は泥上げん時は芸
者を呼びよったですね．水天宮のお祭りとこの泥
上げが特に楽しかった ”」と野田５）は書いていま
す．この「ごみくい」は「さが水環境フェア実行
委員会」によって現代に甦ろうとしましたが，残
念にも現在は途絶している様です．
⑷　海や川の恋人である佐賀平野について
　背振山地には既に述べた様に古くからの仏教文
化とその遺跡が残されています．然し，佐賀平野
にも縄文時代の「東名遺跡」や弥生時代の「吉野ヶ
里遺跡」など世界的にみても古くて立派な遺跡群
が残っています．時代が下っても「国府跡」や「尼
寺跡」などが残っていますが，何よりも凄いのは
幕末における佐賀藩科学の先進性とその遺構群で
しょう．この点について，元佐賀県教育長だった
古藤は次の様に書いています６）．「鉄製大砲の配
備，蒸気船の開発や日本で始めての軍艦を造り海
軍の創設を目指した．そして，その過程で佐賀藩
の科学技術が日本の最先端を走り，近代科学の基
幹である製鉄・造船・電信・蒸気機関の最初のも
のは，日本では佐賀で造られた」と述べ，佐賀藩
の科学技術が先進性を得た理由として次の二を挙
げています．
①財政基盤があったこと．
長崎の砲台築造，反射炉を起工し鉄製大砲を
鋳造するには巨費を要したが，公称36万石の
石高が幕末期には財政改革，殖産興業により
実録90万石の実力を備えるに至っていたこと．
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②高度な土木技術が伝承されていたこと．
藩政時代初期に成富兵庫らが示した高度な土
木技術を伝承した土壌が蘭書を読み，多布施
川の活用を促して西洋技術の開花をもたらし，
また重用されていた職人集団が能力を発揮し
たことである．
　多布施川も佐賀藩家老の成富兵庫が改修した事
も併せて考えると，兵庫の事業が佐賀藩の藩政時
代を通じて働き続け，現代でも息づいている事が
分かります．この成富兵庫の水利事業の一旦は次
節で述べますが，肥沃に育てられた佐賀平野は藩
政時代から現代に至るまで日本有数の水稲生産地
でした．これは，｢佐賀段階」 や「新佐賀段階」
と云う言葉がその事を雄弁に物語っています．こ
の佐賀平野の農地も林地同様に地域住民に多く
の恩恵を与え続けてきました．“ 夕焼け小焼けの，
赤トンボ，負われて見たのは，いつの日か ”，三
木露風は窓の外の「赤トンボ」を見ながら作詞し
たと言われています．五歳で亡くした母やふるさ
とを偲んだ露風の想いが伝わってくる様な歌です．
多くの日本人に愛された童謡です．我々が幼い
頃，暑い夏の日によく見かけた「赤トンボ」が昭
和三十年代からめっきり減りました．今まで「赤
トンボ」の親が何処から来て，何処で子供を産み，
子供は何処で育つのか誰も知らず，調べようとも
しませんでした．福岡の減農薬の田んぼで「赤ト
ンボ」が多く発生する事に気付いた男が調べ始め
ました．そして，その男・宇根７）は「田んぼ」と
「田んぼを取り巻く水域」で，ドジョウ，ナマズ，
タニシ，フナ，メダカ等などが生まれたり，育っ
たりしており，田の畦道には春の七草・秋の七草
を始め多くの「野の花」が咲いている事に気付い
ていきます．そうです，山が単なる「林業」と云
う経済的価値を求めるだけの土地ではなかった如
く，「農業は食料だけでなく，トンボもメダカも
涼しい風も安らぐ風景も，水も祭りも人間の生き
がいも “ 生産 ” しているのです．」とも宇根７）は
書いています．そして，平野や平野を流れる川々
は子供たちの健康な遊び場でもありました．薄暗
いマンションの一室でゲーム機で一人遊ぶ子供で
はなく，少し前までは，女の子ですら真っ黒に日
焼けして腕白な遊びをしていました８）．この様な
山と田・海・川など子供達が健康に育つ自然環境
と文化環境とを復活させ，後世に残すのが我々の
務めでしょう．
⑸　海や平野や山の恋人達を結ぶ川々について
　我々が太古からあったと思っていた佐賀地域の
自然は長い時間をかけた人間の営みで造られてき
た事が分かってきました．この佐賀平野の自然を
徹底的に改造して，新しく素晴らしい自然を創造
した人々の一人が佐賀藩家老の成富兵庫でした．
成富兵庫は明治政府により「河川功労者」として
従四位の叙勲を受けています．この受勲は熊沢蕃
山・河村瑞賢に次ぐもので，我国藩政時代におけ
る治水・利水の二大流派と言われる「関東流」の
伊奈家累代や「紀州流」の井沢家累代より高位の
叙勲で，河川土木技術者としては最高の叙勲と云
えます．この叙勲の理由として，千栗堤防と西芦
刈水路との築造が挙げられていますが９），従来の
研究者たちは西芦刈水路の治水機能について触れ
ることはありませんでした．そればかりか，口で
は成富兵庫は治水の神様と言いながら，「市の江
水路の南側の堤防や，巨勢川の西側の堤防が対岸
の堤防より高いのは佐賀城下を守るための城下
防災第一主義の表れだ」などと “木を見て森を見
ない ”矮小な視点から兵庫の事跡を評価していま
す．本節では，この点から検討し，成富兵庫の流
域治水の凄さの一旦を紹介したいと思います．図
－１に西は祇園川から東は城原川までの河川分布
図を示しています．図で太い線で書いた川は背振
山脈から流れ出た大河川で，西から祇園川，嘉瀬
川，巨勢川，城原川です．これ等４河川の大きな
特徴の一つは山地部から流れ出ると標高10ｍの等
高線付近で大きく曲げられています．これ等は成
富兵庫により付け替えられた川（瀬替河川）であ
ります10）．細い線の川は背振山脈の平野に面した
小斜面から流れ出した小河川です．これ等小河川
は10ｍの等高線に沿った受勲の対象になった “西
芦刈水路 ”や横落水路などでカットされ，小河川
群の洪水が大河川に流入しないシステムが作られ
ていました．この10ｍラインより上流は “扇状地
帯 ” で地面勾配が激しく，大河川の破堤を防ぐ成
富兵庫の独創的な施設が造られていました４），10）．
そして，これ等大小河川群は５ｍラインで合流さ
せられ，合流部の上流に “ 湾内 ” とか “ 沖田 ” と
か呼ばれる遊水地帯が造られていました．この10
ｍと５ｍラインとの間が “ 自然堤防地帯 ” で，５
ｍラインより下流が “ デルタ地帯 ” と呼ばれる地
面勾配が殆んどない低湿地帯です．このデルタ地
帯に上流の洪水が氾濫しない様に５ｍラインより
上流地帯に遊水地群が造られたのです．成富兵庫
が生きた時代の治水工法は “ 関東流（伊奈流）”
と呼ばれ，“氾濫工法 ”と言われています．然し，
成富兵庫は “ 地形と水 ” との関係を見る鋭い目を
持っていました．“ 扇状地帯 ” では大河川は氾濫
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させず，“ デルタ地帯 ” には上流からの洪水が氾
濫しない様に “ 自然堤防地帯 ” で氾濫させました．
その遊水地帯では狭い一枚の田ごとに浸水の程度
に応じて，無地租から多段階に地租を変えて償っ
ていました．当時の地租は明治初期の地租に色濃
く反映しているので今でも法務局で知る事が可能
です．また，集落も後述の如く徹底して水害から
守られていました．
　さて，話を市の江水路に戻します．嘉瀬川は山
地帯からやや南東方向に流路をとって流下します．
図－１で，市の江水路の取水口（●）の少し下流
で嘉瀬川は図では分かり難いのですが流路を南に
変えます．図－２の嘉瀬川に架かった“名護屋橋”
から上流を見ると曲がりがよく分かります．この
図は昭和42年に佐賀県土木部が作成した図に，成
富三平さんの乗越堤の位置11）を記入したもので
す．図には我々が “ 尼寺林高水敷 ” と名付けた高
水敷があります．高水敷は一般には「河川敷のう
ちで高水時のみに水が流れる部分をいう」12）と定
義され，洪水時には流積を増大させて洪水ピーク
のカットを目的としています．ところが，“ 尼寺
林高水敷 ”の場合には，高水敷の上下端で流路に
沿った前堤と本堤が繋がっています．然も，前堤
に “ 乗越堤 ” があり，洪水の初期から流水が高水
敷に滞留します．更に，前堤の上には “ 保安林 ”
に指定された樹林帯が密生し，高水敷内の高水は
殆んど流動しません．我々が「死水域化型高水
敷」と名付けた由縁です．一般の高水敷と異なり，
流下する洪水量を減少させる効果のない高水敷造
成の目的は何だったのでしょうか．既に述べた様
に，渓谷部から南東流する嘉瀬川の洪水流は本堤
の左岸を直撃します．この洪水流の直撃から “水
でもって水を防ぐ ”効果のために高水敷が造られ
たと考えられます．この手法の萌芽は城原川上流
の “ 霞堤 ” で認められていました13）．この高水敷
のもう一つの目的は本堤にある乗越堤からゆっく
りと洪水を越流させる事にありました．ここでも，
図―１　佐賀平野中央部の河川分布図
（2.5万分の 1地形図より編集）
図―2　尼寺林髙水敷の構造
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兵庫の卓越した手法が認められます．本堤を越流
した洪水は “ 市の江水路 ” を渡って放水路である
“ 尼寺から川 ” に流入し，東流しました．“ 洪水
が川を渡る ”システムは嘉瀬川では河川改修など
で分かり難くなっていますが，城原川の “鶴西野
越 ” を越えた洪水が馬場川を渡るシステムは現在
でも見ることが可能です13）．“尼寺から川 ”や “尼
寺から堀 ” を東に流れた嘉瀬川の洪水は図－１の
耳取川を南下し，ほぼ直角に曲がって黒川に合流
します．ところが，耳取川を流れる洪水は黒川に
は合流しないと書かれている文書14）を読んだ時
にはびっくりしました．国土交通省の管轄下にあ
る一級河川である「黒川の計画洪水量には “尼寺
雨水幹川（耳取川）“ の流量は含めず，その洪水
は巨勢川に放流することになっている．」と書か
れているのです．図－１で分かる様に，耳取川は
黒川以外の河川とは合流していません．私は現地
の古老たちと現地を歩き回り，耳取川が黒川と合
流する寸前に位置する耳取川の遊水地を観察しま
した．現代の河川工学では「河川の洪水水位が高
くなると，遊水地へ乗越堤を越えて洪水が流入す
る」というのが常識です．ところが，この遊水地
では遊水地の水位が高くなると，乗越堤を越えて
遊水地の水が対面の水路や田面を流れて市の江水
路に流入するシステムになっていました．然も，
この乗越堤の高さは “ 地盤石 ” で決められていま
した．測量すると，“ 地盤石 ” の高さは，上流に
位置する “ 国府 ” 集落が浸水する寸前の高さであ
り，集落はしっかり守られていました．つまり，
嘉瀬川の洪水は独創的な “ 尼寺林高水敷 ” から越
流し，市の江水路を “ 渡り ”，通常の遊水地と逆
の機能を有する “ 逆遊水地 ” から市の江水路側に
流入し，前述の５ｍラインで黒川と合流する地域
で遊水していました．この遊水地の地租も水田一
枚毎に異なっていました16）．つまり，佐賀城下町
の真北に嘉瀬川の洪水を運んでいたわけです．ま
だ驚くべき事があります．前節で背振山地の水源
涵養機能の高さについて述べました．ところがこ
の山地で一ヶ所だけ異なった地域があります．図
－１の巨勢川上流部と城原川とに挟まれた，我々
が “ 兵庫横堤地帯 ” と名付けた地帯です17）．“ 大
蛇伝説 ”がある様に “降れば洪水 ”の地帯で，“晴
れれば旱魃 ”の地帯でもありました．花崗岩から
なる背振山地の中で，この地域の山地だけは “三
郡変成岩 ”と呼ばれる固い地質が削り残されてい
て，林相も貧弱でした．図－１の焼原川が旧本川
だと言われていますが，山地河川が平野部に出る
地点（勝宿神社の付近）で乗越堤から河流は西に
曲げられて “ 鴨川 ” と呼ばれ，10ｍラインで “ 金
立短冊地帯 ”の赤井手川，徳永川，金立川を合流
して徳永川と呼ばれ，５ｍラインで黒川，市の江
川と合流しています．つまり，旧焼原川上流地帯
の洪水や金立短冊地帯の一部の洪水が徳永川（巨
勢川）を流れ，満潮時には黒川との合流地点上流
の遊水地で処理されていたのです．つまり，佐賀
城下町の真上に佐賀平野の西と東の地域からの洪
水が集められ，安全に処理するための遊水地が造
成されていたのです．単に両岸の堤防高の差だけ
から “ 城下防災第一主義 ” などと云う近視眼的・
卑俗的な視点からでは藩政時代における佐賀平野
全体を視野に入れた高度な “ 流域治水 ” が理解出
来なかった事がよく分かり，我々に重要な教訓を
与えてます．
⑹　昭和28年水害にみる佐賀平野の景観について
　私が幼児の頃育った福岡県糸島郡の田舎では，
森は “ 鎮守の森 ” だけで集落を取り囲む “ 森 ” は
ありませんでした．ところが，佐賀に来て，森に
囲まれているのは “ 神社 ” だけでなく “ 集落 ” も
囲まれている事を知りました．昭和28年の大水害
の後に佐賀平野を視察された小出博士は嘉瀬川の
破堤で洪水の流路になった左岸の平野部で洪水
は「森林で覆われた部落と部落の間を縫うように
して」18）流れたと書かれています．また，氾濫し
た濁流がまともに突き当った部落でも，森林で守
られた部落では一戸の流出もなかったとも述べら
れています18）．写真１は，小出博士も述べられて
いる破堤直下の “ 津留集落 ” 付近で53年後の平成
20年に撮影したものであります．現在も堆積した
砂礫のせいか畠になっており，“ 津留天満宮 ” は
埋没・流出し，鳥居だけが残っていました．然し，
後方の森で囲まれた “ 津留 ” 集落は小出博士も述
べられている様に被害を受けていません．干満の
差が激しい有明海に面した佐賀平野は満潮と水害
のピークが重なると激しい氾濫が起こり易く，そ
のための多くの知恵が集積されてきました．そ
写真１　昭和28年水害で埋没した鳥居
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の１つが集落を守る樹林帯ですが，その多くは
一本だけの “ 堤防 ”（横堤とか水受堤とか呼ばれ
ている）の上に成林しています．水受堤の大きな
ものは，昭和28年水害で破堤した嘉瀬川左岸の対
岸に位置する “ 平田集落 ” 北部から北に延びてい
る “ 佐保水受堤 ” で，昔は対岸から正月の門松取
りに行く程の森林だったと対岸鍋島集落の古老古
瀬さんは話しています．現在も巨大な堤防の一部
は残っています．最もよく残っている水受堤とそ
の上の森林は前述の城原川左岸の “ 鶴西集落 ” で
見られます，「どんな水害の時でも集落には一滴
の水も入っていない」と集落の住民である岩山さ
んは言っています．図－１の「兵庫横堤地帯」は
前述の如く，洪水が起こり易い地帯ですが，多く
の “ 横堤 ” 群が下流のデルタ地帯を守っていまし
た．然し，その多くが圃場整備事業で取り壊され，
残った１つのクリーク林が「佐賀平野原風景の緑
地帯」として，佐賀市が買収し，保存する事になっ
たと平成16年４月４日の佐賀新聞は報道していま
す．これは，「原風景」だけでなく，異常洪水時
に下流を守ると共に環境保全にも有効な施設で
す．佐賀平野には未だ未だ多くの施設やその遺構
などが残されています．その遺構の発掘にも真摯
で素直な視点が要求されます．例えば，成富兵庫
は「清楚な乙女」タイプの城原川の “ 石井樋 ” を
造った後に嘉瀬川の「メタボで臭い中年男」タイ
プの “ 石井樋 ” を造りました．現在の様に「取水
口」を上流に造っておけば “ メタボ ” の必要は無
いことを兵庫は百も承知だった筈です．この兵庫
の “ 苦渋の選択 ” の意味が殆んど理解されていな
い様に思われます．理解して下さったのは，平成
22年に佐賀大学半田教授が会長だった「森と海を
結ぶ会」主催の “成富兵庫の水利事業を世界遺産
に ”の学習会での私の講演の紹介文に，その点を
指摘し「目からうろこ」と書いて下さった佐賀新
聞の（福）と署名された記者を含む佐賀大学ＯＢ
教授ら７，８人だけだった様にも思われます．今
後とも，成富兵庫を始めとする佐賀平野の “流域
治水 ” についてはまだまだ他にも調査・検討する
必要があると思われます．
⑺　おわりに
　世界遺産に登録するには多くの関係者の長年月
に渡る調査・検証と相互の協力が必要になるで
しょう．そのためには，低平地研究会に中核とな
る組織を作る必要がありますが，登録にかかる年
数を考えると若い人達に将来を託さざるを得ませ
ん．世界遺産登録は登録される事も重要ですが，
もっと大事なのは「活動の過程で得られる佐賀地
域の太古から現在に至る世界遺産に値する価値情
報」です．例えば，成富兵庫の “ 流域治水 ” の遺
稿については，それだけでも世界遺産登録の価値
があるから，私の関連する論文を整理し，英訳し
たらどうかと土木史学会の大熊新潟大學教授から
メールを頂いたことがあります．不精な私は未だ
何もしていませんが，佐賀地域には日本唯一とも
云える多くの「流域治水」に関する貴重な遺産が
眠っている事が分かります．更に，佐賀平野の貴
重な景観復活動も見え始めました．今年の３月５
日付けの佐賀新聞によると，｢化学肥料に頼らず，
田んぼに植えた “ レンゲ ” を鋤き込んで米作りに
取り組む高志館高校が，環境保全型農業推進コン
クールの特別章を受賞した．」 と書かれています．
全く素晴らしい快挙で，白武先生や関連生徒たち
からお話を伺ったり，現地を見せて頂きたいと
思っています．佐賀の誇りの一つです．
　そういえば，私達は長い間 “ レンゲ ” の花が咲
いている田を見たことが無い気がします．昔を思
えば，レンゲの花で春が来たと実感していた記憶
があります．“ レンゲ田 ” や “ 泥上げ田 ” の復活
が佐賀平野の美しく有用な景観になる様に頑張っ
ていこうではありませんか．先ほど引用した富山
和子さんの著書３）によると，関東地方の大宮台
地では遥か昔から山の下にある “ 荒川 ” から３里
も４里もかけて川の “ 泥 ” を馬に積んで運び上げ
て畑の肥料にし続けたため，日本有数の麦生産畑
になったそうです．この本を読んで感激した前述
６）の古藤や元富士町森林組合長だった松原と私
は農業に無知であるにも拘わらず調査 “ 三人組 ”
を作りました．佐賀平野に “ 泥上げ ” があるから
には背振山地にも “ 大宮台地 ” のような “ 泥上げ
畑 ” があるのではないかと考えたからです．然し，
素人の悲しさで何から調べたらいいか分からず，
とにかく，“泥畠 ” や “ 泥山 ” など “ 泥 ” のつく集
落から調べてみようと思っています．詳しい方々
のお知恵を借り，一緒に調べたいと思っていま
す．“ よれよれの老人 ” たちも佐賀地域の素晴ら
しい遺産を発掘しようと頑張っています．低平地
研究会の若い真摯な人達が立ち上がり，既存の卑
俗な俗説に惑わされずに，佐賀地域を誇りを持っ
て “ 調査・検討 ” し，世界遺産登録にも役立つ素
晴らしい基礎資料を得られることを期待して駄文
を終わります．
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